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主な内容

　２月３日㈪、「豆まき会」が三隅保育所で行われま
した。
　保育所にやってきた鬼を見て、怖がって泣きだす子
や逃げだす子もいましたが、この日のために園児たち
が手作りした鬼面と豆入れを手にして「鬼は外！福は
内！」と力いっぱい鬼退治をしました。
　また、みんなの元気な声で、心の中の怒りんぼう鬼
や、泣き虫鬼も退治することができました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

平成２６年

なつかしの国 石見

平成２６年

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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平成７年度まで使用していた校舎

　

３
月
末
を
も
っ
て
、
和
田
小
学
校

（
旭
町
）・
市
木
小
学
校
（
旭
町
）

が
閉
校
し
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
小
学
校
は
、
開
校
し

て
以
来
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
き
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

（和田小学校）

明
治
８
年

昭
和
18
年

　
　

22
年

　
　

29
年

　
　

31
年

　
　

33
年

平
成
７
年

　
　

８
年

　
　

17
年

　
　

26
年

和
田
小
学
校
が
開
校

和
田
・
本
郷
の
両
国
民
学
校
を

統
合
し
和
田
村
立
国
民
学
校
と

改
称

和
田
村
立
和
田
小
学
校
に
改
称

旭
村
立
和
田
小
学
校
に
改
称

和
田
分
校
を
廃
校

校
舎
新
築
移
転

旭
町
立
和
田
小
学
校
に
改
称

屋
内
体
育
館
新
築

新
校
舎（
現
在
の
校
舎
）新
築
移
転

浜
田
市
立
和
田
小
学
校
に
改
称

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
12
人
）

（市木小学校）

大
好
き
な
小
学
校
に

　
た
く
さ
ん
の

　
　
　
あ
り
が
と
う
を

和
田
小
学
校



（市木小学校）

（和田小学校）
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昭和41年に東中学校として建築中の校舎（現在の市木小学校）

昭
和
55
年

平
成
14
年

　
　

17
年

　
　

26
年

校
区
再
編
で
旭
町
立
東
小
学
校

を
閉
校
し
、
都
川
小
学
校
と
市

木
小
学
校
（
現
在
の
校
舎
）
と

な
る

体
育
館
新
築

浜
田
市
立
市
木
小
学
校
に
改
称

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
10
人
）

　

多
く
の
思
い
出
を
刻
み
、
こ
の

２
校
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
生

き
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
４
月
か
ら
今

市
小
学
校
に
通
学
し
ま
す
が
、
閉

校
と
な
っ
た
小
学
校
の
歴
史
と
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
場
所
で

も
歴
史
と
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

閉
校
式
の
日
程

○
３
月
21
日
㈷

市
木
小
学
校

○
３
月
22
日
㈰

和
田
小
学
校

各
小
学
校
の
統
合
先

○
和
田
小
学
校　
今
市
小
学
校

○
市
木
小
学
校　
今
市
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課

（
☎
�
９
７
０
０
）

※　小学校の略年表は、それぞれの学校要覧を基に抜粋して掲載しています。

市
木
小
学
校
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納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
税
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
も
ら
っ
て
い
る
保
険
料
や
各
種
料
金
・
負

担
金
な
ど
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
な

生
活
を
送
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
で
は
、
市
税
・
保
険
料
・
各
種
料
金
・

負
担
金
な
ど
の
滞
納
の
あ
る
人
や
事
業
所
に

対
し
て
、
各
担
当
課
が
文
書
に
よ
る
通
知
や

電
話
催
告
な
ど
で
、
納
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

年
度
末
を
機
に
、
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納付催告書

納
付
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
…

　

文
書
に
よ
る
通
知
や
電
話
催
告
な
ど
が

あ
っ
て
も
納
付
せ
ず
、
相
談
を
し
な
い
で
放

置
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
財
産
を
調
査

さ
れ
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平成24年度差押状況
財産の種類 差押件数

預貯金・給与など 377件

動産 １件

不動産 １件

合計 379件
※　差し押さえを行った科目は、
市税・国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料です。

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
？

　

病
気
や
災
害
、
失
職
な
ど
の
特
別
な
事
情

に
よ
り
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
納

付
の
猶
予
や
分
割
で
の
納
付
、
減
免
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
放
置
せ
ず
、

市
役
所
に
来
ら
れ
る
か
、
電
話
で
担
当
課
に

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
　
税

　

入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給
が
で

き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
や

相
談
が
な
く
、納
付
が
無
い
状
態
が
続
く
と
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ
く

滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、
い
っ
た

ん
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料

　

い
っ
た
ん
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し
て

も
ら
っ
た
り
、
自
己
負
担
割
合
が
３
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど

が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
未

納
の
期
間
に
応
じ
て
、
給
付
制
限
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

（
☎
�
１
５
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

市
税
な
ど
の

　
　
　
納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

滞
納

　
ス
ト
ッ
プ
！

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
と
…
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日
中
仕
事
な
ど
で
、
市
税
・
国
民
健

康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
や
、
納
付
相
談
が
難
し
い
人
の

た
め
に
、
平
日
夜
間
窓
口
を
毎
月
末
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
、『
広
報
は
ま
だ
』付
属
の「
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

夜
間
納
付
窓
口
を

　
　
　
　
　
　

開
設
し
て
い
ま
す

市
営
住
宅
使
用
料

　

連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
と
き

に
は
、
裁
判
所
を
通
じ
て
財
産
の
差
し
押
さ

え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

保
育
所
保
育
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
退
会
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
２
３
５
）

旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
４
３
５
）

上
水
道
・
簡
易
水
道
料
金

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
と
き

に
は
、給
水
停
止
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

下
水
道
使
用
料

　

督
促
手
数
料
等
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
無
い
状
態
が
続
く
と
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ
く
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

　

督
促
手
数
料
等
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
無
い
状
態
が
続
く
と
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ
く
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
保
育
料

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
通
園
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

　

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口

座
か
ら
市
税
や
保
険
料
な
ど
が
自
動
的
に
納

付
さ
れ
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大

変
便
利
で
す
。

　

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
金

融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
の

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
若
し

く
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役

所
各
担
当
課
・
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　
各
納
期
の
末
日
で
す
。

申
込
締
切
日　
毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月

以
降
の
納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
り

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
８
０
６
）

ま
す
。

※　

平
成
26
年
度
第
１
期
分
か
ら
市
税
・
国

民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替
を
開
始
・
変

更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
３
月
20
日
㈭
ま
で

軽
自
動
車
税　
４
月
18
日
㈮
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　

５
月
16
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
�
９
６
４
０
）

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
！
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平
成
25
年
８
月
23
日
か
ら
の
大

雨
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
市

内
外
の
個
人
や
企
業
、
団
体
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、「
浜
田
市
災

害
義
援
金
配
分
委
員
会
」
に
お
い

て
下
表
の
義
援
金
配
分
基
準
の
と

お
り
決
定
し
、
全
壊
な
ど
大
き
な

家
屋
被
害
に
遭
わ
れ
た
総
勢
59
人

の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
お
く
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

復
興
へ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
か
ら

「
平
成
25
年
夏
島
根
県
西
部
大
雨

災
害
義
援
金
」
と
し
て
浜
田
市
に

配
分
さ
れ
た
義
援
金
総
額

　
　

１
２
、
８
５
６
、
５
１
２
円

浜
田
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
総

額
　
　
　

４
、
５
２
０
、
８
０
８
円

義援金の配分基準

被害程度
義援金

合計平成25年夏島根県
西部大雨災害義援金 浜田市分

住宅被害

全壊 1,339,220円 502,310円 1,841,530円

半壊 669,610円 251,155円 920,765円

床上浸水 133,922円 50,231円 184,153円

一部損壊 ― 50,231円 50,231円

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
調
整
室
総
合
調
整
係

（
☎
�
９
１
０
０
）

　現在、ケーブルテレビでは、総務省の要請により、平
成23年７月24日の地上アナログ放送終了後も、アナログ
テレビで地上波が見られるよう、デジアナ変換サービス
（放送）を行っていますが、このサービス（放送）は平
成27年３月までに終了します。
　テレビ画面の右上に「デジアナ」、画面下に「このア
ナログ放送（デジアナ変換）は、2015年３月…」などの
文字が表示されている人は、平成27年３月までに終了し
ますので、地デジ受信の対策をお願いします。

アナログテレビ放送画面イメージ

引き続き地上波のテレビ放送を視聴するに
は？
１．地デジ対応テレビに買い替える
２．市販の地デジチューナーを取り付ける
３．ケーブルテレビから貸出しのＳＴＢ

（ケーブルテレビ専用チューナー）を取
り付ける

※　ＳＴＢ（ケーブルテレビ専用チュー
ナー）は、貸出料がかかる場合がありま
す。

　詳しくは、ご加入のケーブルテレビ事業
者にお問い合わせください。

問い合わせ先
浜田・金城・旭・弥栄自治区

石見ケーブルビジョン㈱
（☎�４８８３）

三隅自治区
ひゃこるネットみすみ
（☎�４４４４）

平
成
25
年
８
月
23
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
の

義
援
金
の
お
礼
と
配
分
の
報
告
を
し
ま
す

ケーブルテレビに加入している皆さんへ

平成27年３月までにデジアナ変換
　　　　　　　　　サービス（放送）が終了します
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火
災
概
況

　

浜
田
市
で
は
昨
年
27
件
の
火
災

が
発
生
し
、
火
災
に
よ
り
１
人

が
亡
く
な
ら
れ
、
３
人
が
負
傷
、

１
５
、
２
４
６
千
円
の
損
害
額
が

あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
過
去

10
年
の
平
均
41
件
か
ら
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。

　

市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
「
た

き
火
」が
11
件
で
全
体
の
40
・
７
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

は
、「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」

が
３
件
、「
た
ば
こ
」
が
３
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
風
の

強
い
日
は
避
け
、
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を
掛
け

て
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

倉
庫
や
物
置
な
ど
、
夜
間
無
人

に
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確
実
に

行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
、
炎
を
上
げ
て
燃
え

出
す
ま
で
時
間
が
掛
か
る
た
め
、

就
寝
後
や
外
出
後
に
火
災
と
な
っ

て
被
害
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
吸
殻
の
後
始
末
を
十
分

に
す
る
習
慣
を
付
け
、
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
に
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

日
頃
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
場
件
数

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
救
急
出

場
件
数
で
１
３
４
件
、
搬
送
人
員

で
は
１
２
０
人
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
均
す
る
と
、
１
日
に
８
・
１

件
の
出
場
で
、
７
・
７
人
が
救
急

隊
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
急
病

が
１
、
８
１
３
件
と
最
も
多
く
、

救
急
出
場
件
数
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
い
で
一
般
負

傷
が
５
０
０
件
、
転
院
搬
送
が

２
８
０
件
、
交
通
事
故
が
２
２
８

件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
救
急
車
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
救
急
出
動
件
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
入
院
を
必

要
と
し
な
い
人
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
搬
送
先
の
病
院
救

急
外
来
が
混
み
合
い
、
命
に
関
わ

る
重
い
病
気
や
、
け
が
の
人
へ
の

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

救
急
車
や
医
療
機
関
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。
症
状
が
軽
く
て
も

「
交
通
手
段
が
な
い
」「
ど
こ
の

病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
救
急
車

を
呼
ぶ
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
判
断
に

迷
っ
た
場
合
な
ど
は
、
か
か
り
つ

け
医
（
町
の
開
業
医
）
に
相
談
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

３
月
１
日
㈯
か
ら
７
日
㈮
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　
心
の
警
報

　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

徹
底
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
推

進
す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
町
内
会
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す

る
。

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　

ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
の
防
火
安

全
対
策
を
徹
底
す
る
。

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た

取
組
の
推
進

　

製
品
の
適
切
な
使
用
と
維
持
管

理
及
び
製
品
火
災
に
関
す
る
注
意

情
報
を
周
知
徹
底
す
る
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

救急出場
件数（件）

搬送人員
（人）

浜田 1,952 1,846
金城 261 251
旭 213 197
弥栄 114 110
三隅 417 404
管轄外 1 －
合計 2,958 2,808

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

春季全国火災予防運動

平
成
25
年
中
の
火
災
と
救
急
の
概
要
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

火
災
概
況
と
救
急
車
の
出
場
件

数
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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　三月は花見の時期で、日本では桜が春の象徴と
して愛されています。中国では梅、蘭、竹、菊が
「四君子」と呼ばれ、親しまれています。
　この４つの植物は中国南部に広く分布し、珍し
いものではありません。しかし、長い歴史の中で
価値と品格が与えられ、古今の文人の詩にも詠ま
れて、「花の四君子」と称賛されるようになった
のです。
　なぜ植物が品格をもつのでしょうか。古くから
中国では「天人合一」という世界観が存在してい
ます。これにより、自然と人とは密接な関係があ
り、互いに影響を与え合うことで植物にも人間の
ような性格や人徳を持つと考えられたためです。
では、梅、蘭、竹、菊にどのような品格が与えら
れているのでしょうか。
冬の梅　寒さの厳しい冬の中で凛々しく開花し、

一年の始まりに堂々と立ち上がり、清らかで高
潔の象徴です。

春の蘭　俗世を離れた幽谷にひっそりと開花し、
誰もいなくても、香りも流れ、孤高で優雅の象
徴です。

夏の竹　青々としてまっすぐ伸びて、一年中緑を
保ち、活気があふれています。さっぱりして不
屈の象徴です。

秋の菊　葉が落ちて、花がしぼむ秋に、寒気の中
で霜に飾られてから咲いて、潔白で清廉です。

　このように、昔の人は君子が持つべき品格とし
て４つの植物になぞらえました。儒学の大成者で
ある孔子は、人間の品格は凡人、士人、君子、賢
者、聖人の５つに分けることができると説きまし
た。これらの中でも、賢者と聖人は極めて得難い
ものです。このため、趣を求める文人たちは、態
度が穏やかで立ち居振る舞いが上品である君子の
品格を目指し、追い求めました。
　「梅の高潔」「蘭の優雅」「竹の不屈」と「菊の清廉」
が「悲しみながらも節度も失わない。楽しみなが
らも放縦することはない」という文人が目指す心
を表現しており、たくさんの詩に詠まれてきたの
です。その詩に触れることで人々の心の中に「四
君子」の品格が刻み込まれてきました。
　現代文明は発展していますが、体と心が常に緊
張で疲れている状態になりがちです。時々、繁華
な街から少し離れて、君子の品格を持って自分の
心を澄ませてみてはいかがでしょうか。

続けて入り、シャワーは必要な時だけに！
　浴槽１杯（200ℓ）分のお湯は、シャワーを16
分（12ℓ／分）使う量とほぼ同じです。
　ここでちょっとお風呂の入り方を見直してみま
しょう。環境にやさしいだけでなく、家計にもお
トクです。
☆入浴は間隔を空けずに入りましょう
　年間でガス38.20㎥の省エネ　約5,720円の節約
　原油換算44.31ℓ　ＣＯ₂削減量87.0㎏
※　２時間放置で、4.5℃低下した湯（200ℓ）を

追い焚きする場合（１回／日）
☆シャワーは不必要に流したままにしないように

しましょう
　年間でガス12.78㎥の省エネ　約1,760円の節約
　年間で水道4.38㎥の省エネ　約1,000円の節約
　合計2,760円の節約

　原油換算14.82ℓ　ＣＯ₂削減量29.1㎏
※　45℃の湯を流す時間を１分間短縮した場合

【一口メモ】
　1000Ｗ級の大風量のドライヤー。短時間ですが
多くのエネルギーを使います。タオルでよく拭い
てから使いましょう。

出典（参考）　㈶省エネルギーセンター【家庭の
省エネ大辞典2012年版】

（本庁環境課）

詩的な味わい四
し

君
く ん

子
し

浜田市国際交流員　王
お う

　恒
こ う

エコライフへのご招待　～風呂給湯器の巻～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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100,0000 400,000 500,000300,000200,000
（単位：円）

一般行政職　334,087円

技能労務職　337,110円

平均年齢　44.3歳

平均年齢　49.4歳

100,000

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 400,000300,000200,000
（単位：円）

140,100円

161,600円
172,200円

140,100円
浜田市
国

　市職員の給与などの状況は、市議会の審議をとお
して明らかにされていますが、市民の皆さんに給与
などを知ってもらうために、そのあらましを公表し
ます。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３１）

退
職
手
当

区　分 浜田市 国
自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.03月分 28.7875月分

同じ勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分
最高限度額 55.86月分 55.86月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨特
例措置（２％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区　分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分
12月期 1.35月分 0.675月分 1.375月分 0.675月分
計 2.55月分 1.350月分 2.600月分 1.350月分

加算措置 有（職制上の段階･職務の級等
による加算措置５～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容(月額) 国
配偶者 13,000円 

同じ
配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち１人 11,000円 
そのほかの扶養親族 6,500円 
満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での間にある子１人につき加算 5,000円 

住
居
手
当

浜田市の内容(月額) 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

通
勤
手
当

浜田市の内容(月額) 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55,000円 55,000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
54㎞以上 2,200円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000円
～24,500円の範
囲内で支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
50㎞以上 1,700円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。）

区　分 給料･報酬月額 期末手当
市 長 810,000円 (支給割合)
副 市 長 670,000円 ６月期 1.40月
自治区長 540,000円 12月期 1.50月
議 長 430,000円 計 2.90月
副 議 長 360,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議 員 330,000円

（１）健康診断受診者数（平成24年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 243 特殊

健診

指曲がり症健診 0 
定 期 健 康 診 断 474 頸肩腕健診 0 
採用時等健康診断 6 ＶＤＴ作業健診 4 
臨時嘱託職員健康診断 211 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 99

（３）職員互助会事業について（平成24年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 5,604,569円
公費負担率（事務費などを除く） 27.4％
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 4,499円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円

俸給の特別調整（46,300
円～139,300円）

次長級 54,000円

課長級 41,600円
（医師51,400円）

歳出額
372億

8,945万8千円

給料
25億6,103万4千円

職員手当
3億3,933万
　　　2千円

期末･勤勉手当
9億574万
　　　2千円

※　職員手当は退
職手当を含みま
せん。
（平成25年４月
１日一般会計予
算人員：640人）

人件費(15.8％ )
59億713万4千円

人件費以外
313億8,232万
　　　　4千円

給与費合計
　38億610万
　　　　8千円

1人あたり
 594万7千円

※　人件費は特別職の給与･報酬を含みます。
（平成25年3月31日住民基本台帳人口：58,523人）

（２）公務災害の認定状況（平成24年度）
区　　分 認定件数

公 務 災 害 4
通 勤 災 害 1

平成25年度 市職員の給与などの状況

３　一般行政職の初任給の状況（平成25年４月１日現在）

４　平均給料の状況（平成25年４月１日現在）

１　人件費の状況（平成24年度普通会計決算）

２　職員給与費の状況（平成25年度一般会計当初予算）

５　職員手当の状況（平成25年４月１日現在） ６　特別職の報酬などの状況（平成25年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ゾ
ー
ン
30
と
は
？

　

生
活
道
路
で
の
歩
行
者
の
安
全

な
通
行
を
確
保
し
、
ゾ
ー
ン
（
区

域
）
を
定
め
て
時
速
30
キ
ロ
の
速

度
抑
制
を
行
い
、
他
の
安
全
対
策

と
組
み
合
わ
せ
、
速
度
抑
制
や
抜

け
道
と
し
て
通
行
す
る
車
両
を
減

ら
す
生
活
道
路
対
策
で
す
。

指
定
地
域
及
び
路
線

港
町
１
‐
２
町
内
・
３
‐
１
町

内
・
３
‐
２
町
内
・
４
町
内
・

瀬
戸
ヶ
島
町
３
町
内
の
市
道

指
定
理
由

　

指
定
地
域
は
、
商
業
施
設
利
用

者
や
病
院
へ
の
通
院
者
、
高
校
生

な
ど
の
歩
行
者
、
自
転
車
や
自
動

車
の
交
通
量
が
比
較
的
多
く
、
狭

い
道
路
も
多
い
こ
と
か
ら
、
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
が
、
よ
り
安
全

に
通
行
で
き
る
交
通
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
指
定
し
ま
す
。

開
始
時
期　
標
識
・
標
示
の
設
置

が
完
了
し
た
時
点
（
３
月
20
日

㈭
ま
で
に
完
了
予
定
）

標
識
・
路
面
標
示
の
設
置
場
所

　

ゾ
ー
ン
の
出
入
口
に
な
る
、
県

道
浜
田
港
線
９
か
所
の
交
差
点
に

次
の
標
識
・
路
面
標
示
を
設
置
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
警
察
署
交
通
課

（
☎
�
０
１
１
０
）

新たに設置する標識・路面標示

総
合
窓
口
課
か
ら

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
２

届出の種類 届出の時期
転入届
（市外から浜田市内に引っ越し
たとき）

引っ越した日から
14日以内

転出届
（浜田市外へ引っ越すとき）

引っ越し先が決ま
ったら速やかに

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地の
市区町村役場で転出届を済ませてください。

点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

※　

届
出
は
本
庁
及
び
各
支
所
・

地
域
行
政
窓
口
の
一
部
（
浜
田

自
治
区
及
び
弥
栄
自
治
区
）
で

で
き
ま
す
（
地
域
行
政
窓
口
を

利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
、
本

庁
又
は
各
支
所
で
の
手
続
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

※　

３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、
延

長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓
口

を
行
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
住
民
異
動
係

（
☎
�
９
４
０
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

上
下
水
道
部
か
ら

　

毎
年
、
年
度
末
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
転
入
・
転
出
・
転
居
が
決

ま
っ
た
ら
早
め
に
水
道
の
使
用
開

始
・
中
止
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

窓
口
の
ほ
か
電
話
で
も
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間
外
・
夜
間
・
土
日
・
祝

日
の
場
合

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続

が
増
加
し
、
窓
口
が
大
変
混
み
合

う
た
め
、
平
日
の
窓
口
業
務
の
延

長
と
、
３
月
30
日
㈰
・
４
月
６
日

㈰
の
午
前
中
に
窓
口
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
・
交
付
手
続
も
で
き
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ

し
、
電
子
証
明
書
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　
３
月
24
日
㈪
～
４
月
４
日

㈮　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　
住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）、
戸

籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻

な
ど
）、
印
鑑
登
録
、
各
種
証

明
書
の
交
付
（
住
民
票
・
戸
籍

謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
書
・
所
得

課
税
証
明
書
）、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
・
交
付
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

生
活
・
環
境

港
町
地
内
に
「
ゾ
ー
ン
30
」

を
整
備
し
ま
す

転
入
・
転
出
・
転
居
す
る

皆
さ
ん
へ　
各
種
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）
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税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

医
療
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
医
療
・
国
民
年
金
の
各

種
申
請
・
届
出

高
齢
障
が
い
課　
障
害
者
手
帳
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
各
種
申

請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　

保
育
所
入
退

所
・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手

当
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退

会
の
各
種
申
請
・
届
出

上
下
水
道
部
管
理
課

　

水
道
の
利
用
に
関
す
る
諸
手
続

特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　
３
月
30
日
㈰
・
４
月
６
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続　
前
記
（
平
日

延
長
窓
口
）の
総
合
窓
口
課（
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
除

く
。）・
医
療
保
険
課
・
上
下
水

道
部
管
理
課
の
担
当
業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
、各
支
所
・

公
民
館
の
行
政
窓
口
で
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

・
土
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
前
住
所

地
・
本
籍
地
や
ほ
か
の
行
政
機

関
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合

は
、
預
か
り
の
み
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
住
民
票
の
広
域
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手

帳
な
ど
２
点
で
の
確
認
に
な
り

ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
即
日

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
に
加
え
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
は
、
印
鑑
・
各
種
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

３
月
末
は
、
多
量
の
引
っ
越
し
ご

み
な
ど
が
出
る
た
め
、
ご
み
処
理

場
を
特
別
開
場
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

処理場名 搬入できるごみ 特別開場日時
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月21日㈷・29日㈯
午前９時～
　　　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみ収集はありません。一般家庭の直接搬入のみを対象とします。
事業所のごみは直接搬入できません。

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
、
エ
コ
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
を
直
接
搬

入
す
る
と
き
の
受
付
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

受
付
方
法　
申
請
書
に
、
搬
入
者

の
住
所
・
氏
名
・
ご
み
の
発
生

場
所
・
ご
み
の
内
容
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
業
務

課　

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
５
０
８
１
）

　

市
で
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を
40
人

委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

の
種
類
に
よ
っ
て
は
調
査
員
が
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
登
録
統
計
調
査
員
」
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
名
簿
登
録
し
、

各
統
計
調
査
に
従
事
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
と
は

　

国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
（
国

勢
調
査
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
、

労
働
力
調
査
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

な
ど
）
で
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
審
査
な
ど
を
行
う
非
常
勤
の

公
務
員
で
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬
な
ど

　

調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、
国

で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
後
日
、
資
格
要
件

や
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
た
め
、面
接
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

ご
み
処
理
場
を

特
別
開
場
し
ま
す

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
直
接
搬
入
方
法
が
変
わ

り
ま
す

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
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務
・
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税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至 益田 三階小学校

至 江津

至 運転免許
　 センター

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

県立大学 植樹枡開放区間

国道９号バイパス

募
集
住
宅

県
営
住
宅
・
市
営
住
宅

募
集
期
間

　

３
月
17
日
㈪
～
31
日
㈪

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

募
集
住
宅

市
営
住
宅

募
集
期
間

　

３
月
３
日
㈪
～
11
日
㈫

抽
選
日　
３
月
中
旬

入
居
時
期　
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/
bk.s.ham

adasieijyuutaku.htm
l

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
取
組
と
し
て
、
県
か
ら

事
務
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
農
地
の
転

用
許
可
事
務
を
、
４
月
か
ら
農
業

委
員
会
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
申
請

書
提
出
部
数
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
変
更
前　

２
部

○
変
更
後　
１
部

　

ま
た
、
市
で
許
可
事
務
を
行
う

こ
と
で
、
申
請
か
ら
許
可
ま
で
の

期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

※　

提
出
先
は
、
変
更
後
も
農
業

委
員
会
事
務
局
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
で
は
、
廃
棄

す
る
必
要
の
あ
る
農
薬
の
回
収
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時　
３
月
６
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー

料
金　
１
㎏
（
風
袋
込
み
）
あ
た

り
４
０
０
円
（
税
込
み
）

※　

当
日
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
経
済
企
画
課

（
☎
�
８
８
２
３
）

各
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

市
で
は
、
大
学
通
り
沿
い
の
歩

道
に
設
置
し
た
植
樹
桝
（
植
樹
の

幹
周
り
の
部
分
）
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
開
放
し
、
個
性
豊
か
な
マ
イ

ガ
ー
デ
ン
の
製
作
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園

芸
家
！
」事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
桝
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
桝
を
個
人
・
地

域
又
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
で
、
仲
間
で
、

企
業
で
、
大
学
通
り
に
マ
イ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
願
い

・
植
樹
桝
の
区
画
は
、
１
・
５
ｍ

×
１
・
２
ｍ
で
す
。
植
え
る
草

花
の
種
類
や
管
理
方
法
な
ど
、

一
切
の
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
し
ば
ら
く
管
理
さ
れ
て
い

な
い
植
樹
桝
は
、
土
が
固
く

な
っ
て
い
た
り
、
植
樹
の
根
が

張
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

・
作
業
時
の
水
は
、
管
理
者
の
皆

さ
ん
で
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
汲

ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
植
樹
桝
の
管
理
に
係
る
費
用

は
、管
理
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

万
が
一
、
作
業
中
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
管
理
者
の

責
任
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
・
希
望
す
る
区

画
数
を
明
記
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
市
民
政

策
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

植
樹
桝
の
空
き
状
況
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

３
月
30
日
㈰
か
ら
２
年
間
、萩
・

石
見
空
港
の
東
京
線
が
２
便
化
に

な
り
、
ダ
イ
ヤ
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
便
利
に
な
る
萩
・
石
見

空
港
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
・
地
域
活
性
化

住
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

農
地
転
用
許
可
事
務
を

農
業
委
員
会
で
行
い
ま
す

農
業
用
廃
棄
農
薬
の

回
収
を
実
施
し
ま
す

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園

芸
家
！
」
事
業
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

萩
・
石
見
空
港
の
東
京
路
線
の

ダ
イ
ヤ
が
決
定
し
ま
し
た
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ポ
ー
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環
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務
・
納
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健
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・
福
祉

子

育

て

※　

機
材
や
ダ
イ
ヤ
は
予
定
で
あ

り
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

東京線時刻表（３月30日㈰から）

便名 機材 東京（羽田）発
　→　萩・石見空港着

575 A320 11:15　→　12:45
1103 B737-700 16:25　→　17:55

便名 機材 萩・石見空港発
　→　東京（羽田）着

576 A320 13:45　→　15:15
1104 B737-700 18:25　→　19:55

　

市
で
は
、
市
民
税
県
民
税
及
び

所
得
税
の
申
告
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
申
告
の
相
談
や
国

民
健
康
保
険
料
に
関
す
る
相
談
な

ど
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　
３
月
17
日
㈪
ま
で

開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

開
設
場
所　
市
役
所
仮
設
庁
舎
１

階
・
各
支
所
・
出
張
会
場

※　

土
・
日
曜
日
の
開
設
及
び
夜

間
相
談
窓
口
会
場
の
日
程
は
、

『
広
報
は
ま
だ
』
２
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
浜
田
市
内
に
主
た
る
定

置
場
（
原
則
と
し
て
所
有
者
の
住

所
地
）
の
あ
る
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

古
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な
ど
で

使
用
不
能
の
状
態
の
車
は
、
廃
車

手
続
を
、
ま
た
車
を
譲
っ
た
場
合

は
名
義
変
更
手
続
を
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

軽
自
動
車
税
は
自
動
車
税
と

異
な
り
、
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
又
は
名
義
変
更
の
手
続
を
し

て
も
、
１
年
分
の
税
金
が
か
か

り
ま
す
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
紛
失
し
た
場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

受
理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
本

庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所(松江市)
☎０８５２�０５３９

二輪の軽自動車
（126cc～250cc）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２�００４６

二輪の小型自動車
（251cc以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

　
「
し
ま
ね
子
育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
こ
っ
こ
ろ
（
通
称
・
こ
っ

こ
ろ
カ
ー
ド
）」
は
、
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
が
利
用
で

き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。
有
効
期

限
が
平
成
26
年
３
月
31
日
と
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
更

新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
養
育
し
て
い
る
最
年
少
の

子
ど
も
が
、
平
成
８
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
て
い
る
家
庭

更
新
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
現
在
持
っ
て
い

る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
添
え
て
手
続

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
子
育
て
支

援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

※　

パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
す
れ
ば
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
は
可
能
で

す
が
、
申
請
書
の
内
容
を
記
載

で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※　

浜
田
市
以
外
の
市
町
村
で
交

付
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
現

在
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
れ
ば
、

手
続
は
で
き
ま
す
。

※　
「
妊
婦
の
い
る
家
庭
用
パ
ス

ポ
ー
ト
」
は
、
更
新
手
続
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

病
気
の
こ
と
で
、
一
人
で
悩
ん

だ
り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

難
病
を
持
っ
て
い
る
人
、
家
族

や
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

子
育
て

健
康
・
福
祉

税
務
・
納
税

申
告
相
談
窓
口
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃

車
手
続
は
お
済
み
で
す
か

こ
っ
こ
ろ
カ
ー
ド
の

更
新
手
続
は
お
済
で
す
か

難
病
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す



♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣ ♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣

広報はまだ：平成26年３月号　　　14

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て※　次回４月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

　病原菌やウイルスの侵入から体を守り、健康
づくりには､ 免疫力をつけることが大切です。
体を守る免疫力のポイント！
幼児期から学童期　いろいろな食品の味に慣れ、

偏食をなくしましょう。
青年期から壮年期　体養と睡眠で疲労を回復し、

よく笑いストレスを緩和しましょう。
高齢期　感染症に要注意の時期です。規則正し

い生活と栄養バランスのよい食事で体調を整
えましょう。

免疫力を高める食材を使った ｢納豆のっぺい汁｣
エネルギー165kcal・たんぱく質11.7ｇ・塩分1.1ｇ
材料（２人分）

豚肉80ｇ・里芋２個・大根４㎝・にんじん1/3本・
ねぎ1/2本・しめじ1/2パック・だし２カップ・
みそ大さじ１・納豆1/2パック

作り方
①豚肉は１㎝幅に切る｡ 里芋は皮をむき、大根、

にんじんは乱切りにする｡ しめじは石づきを
除き小房に分ける。

②鍋にだし汁を煮立て、①を入れアクを除きな
がら野菜が柔らかくなるまで煮る｡ みそをと
き入れ、納豆と小口に刻んだねぎを入れる。
　できあがり！

免疫力を高めるための食品
発酵食品（みそ・納豆・ヨーグルトなど）
食物繊維（野菜・海藻・きのこなど）
ねばねば成分（里芋・長いも・おくらなど）
良質たんぱく質（肉・魚・卵・豆腐など）
免疫力がダウンしたときの食事
　体の調子が悪いとき、免疫力の回復を助ける
食事
のどが痛い　うどん・煮豆腐など。ごぼう・ね

ぎ・きんかんなどは、のどの粘膜の殺菌や保
護に役立つ成分があります｡

熱が出た　塩分の薄いだしのきいた食事など｡
　おかゆ・おじや・かぼちゃ・煮豆腐・りんご
下痢をした　カリウムの多い野菜スープ・野菜

煮込みうどんなど。しょうが汁・山芋・里芋
などで腸内の環境を整えましょう｡

便秘　食物繊維の豊富な緑黄色野菜（小松菜・
ほうれん草など）を毎日食べる。乳酸菌の多
いヨーグルトやカリウムの多い煎茶・紅茶な
どで腸の働きをよくしましょう｡

参考　女子栄養大学出版部「栄養と料理」

（金城支所市民福祉課）

　

肝
臓
の
病
気
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
が
多
く
、
本
人
が
気
付

か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん

へ
移
行
し
て
し
ま
う
特
徴
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

過
食
や
運
動
不
足
が
大
き
な
原

因
の
脂
肪
肝
か
ら
発
症
す
る
肝
炎

も
、
将
来
、
同
様
に
肝
硬
変
に
発

展
す
る
こ
と
が
解
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
肝
が
ん
の
予
防

に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
８
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
岡
見
公
民
館

演
題　
進
歩
す
る
Ｃ
型
肝
炎
治
療

～
肝
炎
撲
滅
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
～

講
師　
三
宅
達
也
さ
ん
（
島
根
大

学
医
学
部
附
属
病
院
肝
臓
内
科
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
医
療
保

険
係
（
☎
�
２
８
０
７
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
時　
３
月
13
日
㈭

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

テ
ー
マ　

最
新
の
高
血
圧
の
話
題

～
平
成
25
年
日
本
高
血
圧
学
会

総
会
（
大
阪
）
に
お
け
る
高
血

圧
の
話
の
ア
ラ
カ
ル
ト
～

講
師　
北
村
健
二
郎
さ
ん
（
北
村

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

　

浜
田
に
は
、
い
か
飯
・
さ
ば
寿

司
・
干
し
大
根
の
煮
し
め
・
角
寿

司
・
お
い
り
な
ど
、
昔
か
ら
地
域

で
伝
え
ら
れ
食
さ
れ
て
き
た
、
す

ば
ら
し
い
伝
承
料
理
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

免疫力アップで体を守りましょう！食 育 コラムコラム

肝
が
ん
予
防
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

「
伝
え
て
い
き
た
い
は
ま
だ

の
味
」
レ
シ
ピ
集
を
希
望
者

へ
配
布
し
ま
す
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こ
の
食
文
化
を
地
域
で
普
及
し
、

次
世
代
に
継
承
し
て
も
ら
う
た
め

「
伝
え
て
い
き
た
い
は
ま
だ
の
味
」

レ
シ
ピ
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
を
理
解
し
、
こ
の
レ
シ
ピ

集
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
に
住
所
が
あ

る
人
で
、
レ
シ
ピ
集
を
市
役
所

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
へ
取
り
に
来

ら
れ
る
人
及
び
、
活
用
方
法
な

ど
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
く
れ
る
人

配
布
冊
数

　

１
０
０
冊
（
１
人
１
冊
）

料
金　
無
料

応
募
期
間

　

３
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】　
〒
６
９
７
‐
８

５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所
地
域
医
療
対
策
課

あ
て

【
往
信
裏
面
】　
「
伝
え
て
い
き
た

い
は
ま
だ
の
味
希
望
」
と
明
記

し
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・

昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番

号
・
レ
シ
ピ
集
を
受
け
取
る
場

所
（
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】　
応
募
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】　
何
も
書
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送

付
し
ま
す
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

配
布
時
期　
３
月
下
旬
（
予
定
）

※　

レ
シ
ピ
集
を
活
用
し
た
あ
と

に
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提

出
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
の
応
援
者
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

日
時　
３
月
15
日
㈯

　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
・
４

　

０
２
研
修
室

演
題　
本
人
の
力
を
信
じ
て
～
お

互
い
の
よ
り
よ
い
日
々
の
た
め

に
～

講
師　
永
田
久
美
子
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン

タ
ー
研
究
部
長
）

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
３
月
７
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
会
場
名
・
氏
名
・
参
加
人

数
・
電
話
番
号
・
住
所
を
記
入

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

会
場
名
は
「
浜
田
会
場
」
又

は
「
い
わ
み
ー
る
」
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
在
宅
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
【
〒
６
９
０
‐
８

５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

（
☎
０
８
５
２
�
５
７
１
７
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
５
２
３
８
）】

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
４
月
１
日
か
ら
使
う

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
、
３
月
中

旬
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
と
併
せ
て
送
付
し
ま
す
。

　

証
が
届
い
た
と
き
に
は
、
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り

ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
、
70
歳
の
誕
生
日

の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日
の
場
合

は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得
に
応

じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割
】（
た

だ
し
、
誕
生
日
が
昭
和
14
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
人
は【
１
割
】）又
は【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
自
己
負
担
割

合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病
院

な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
併
せ
て

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

３
月
中
旬
に
送
付
す
る
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
４
月
１

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
で
す
（
期

間
内
に
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
。）
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

高
齢
受
給
者
証
は
、
平
成
25
年
中

の
所
得
を
基
に
自
己
負
担
割
合
の

判
定
を
行
い
、
７
月
下
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。

自
己
負
担
割
合
の
見
直
し

　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
高
齢
受

給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
４
月

１
日
以
降
に
70
歳
に
な
る
人
か
ら

自
己
負
担
割
合
が
【
２
割
（
誕
生

日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の

人
】
に
な
り
ま
す
（
現
役
並
み
所

得
者
は
【
３
割
】
の
ま
ま
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

保
険
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
赤
紫
色
）

の
有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈪
で
切

れ
ま
す
。
４
月
１
日
㈫
か
ら
の
新

し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
緑
色
）
を
３
月
中
旬
に
緑
色
の

封
筒
に
入
れ
て
特
定
記
録
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

　

１
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世
帯

主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
加

入
し
て
い
る
人
全
員
の
保
険
証
が

届
い
た
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加

入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
あ
て
に

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
加
入

者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
・
医
療
・
年
金

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
発
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す
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保
険
証
の
記
載
内
容
の
確
認

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、

そ
の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

有
効
期
限

　

一
般
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
誕
生
日
（
有
効
期
限
）
以
降
に

使
用
す
る
保
険
証
は
、
別
途
送

付
し
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　

７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

　

９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

持
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無
効
）

は
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正

使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
さ
れ
る
場
合
は
、

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は
？

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
。）
し
た
場
合
は
、
そ

の
旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務

先
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入

時
と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
保
険
証

（
被
扶
養
者
全
員
の
保
険
証
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

未
就
学
児
用
の
「
乳
幼
児
等
医

療
費
受
給
資
格
証
」
は
、
小
学
校

に
入
学
す
る
年
の
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
学
生

用
の
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
（
小
学
校
１
～
６
年
生
用
）」

を
、
３
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※　

新
し
い
「
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
資
格
証
（
小
学
校
１
年
生

～
６
年
生
用
）」
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
本
庁
医
療
保
険
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
の

際
は
、
印
鑑
・
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
・
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

旭
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
今
市
小
・
和
田
小
・
市
木
小
）

日
時　
３
月
５
日
㈬

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
今
市
小
学
校

二
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
原
井
小
・
雲
雀
丘
小
・
松
原
小
）

日
時　
３
月
６
日
㈭

午
前
10
時
50
分
～
午
後
０
時
５

分
場
所　
原
井
小
学
校

三
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
周
布
小
・
長
浜
小
）

日
時　
３
月
６
日
㈭

　

午
後
１
時
45
分
～
２
時
55
分

場
所　
第
三
中
学
校
会
議
室

一
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
石
見
小
・
三
階
小
）

日
時　
３
月
７
日
㈮

　

午
前
９
時
40
分
～
11
時

場
所　
石
見
小
学
校

東
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
国
府
小
・
上
府
小
・
有
福
小
）

日
時　
３
月
７
日
㈮

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
国
府
小
学
校

各
人
権
集
会
共
通

演
題　
生
き
る
と
い
う
こ
と（
仮
）

講
師　
三
浦
成な

り

人と

さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

・
今
市
小
学
校
（
☎
�
０
０
１
４
）

・
原
井
小
学
校
（
☎
�
０
８
６
３
）

・
周
布
小
学
校
（
☎
�
１
０
０
６
）

・
石
見
小
学
校
（
☎
�
０
５
１
２
）

・
国
府
小
学
校
（
☎
�
０
０
２
８
）

日
時　
３
月
23
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

場
所　
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務
局
（
☎
�
９
１
６
０
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

入
学
金
な
ど
の
納
付
が
合
格
発

表
後
す
ぐ
に
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
相
談
は
、
合
格
発
表
前
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

（
小
学
生
用
）
を
送
付
し
ま
す

人
権
学
習
会
を
開
催
し
ま
す

第
34
回
女
性
の
生
き
方
を

考
え
る
集
い
を
開
催
し
ま
す

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

そ
の
ほ
か
、
在
学
資
金
な
ど
に

つ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。

対
象　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
し
て
い
る
人
の
保
護

者
な
ど

※　

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

利
率　

年
２
・
35
％
（
交
通
遺

児
家
庭
又
は
母
子
家
庭
は
１
・

95
％
）

※　

利
率
は
２
月
１
日
現
在
（
固

定
金
利
）
で
す
。

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
又
は
母
子
家
庭
は
18
年

以
内
）

元
金
据
置
期
間　
在
学
期
間
内

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

※　

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
で

き
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５

６
）

○
つ
な
が
ら
な
い
場
合

（
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６

５
６
）

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
９
時

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

　
　
小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

　

平
成
26
年
度
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
時
の
事
故
に
対
す

る
共
済
金
制
度
で
す
。
行
事
中
や

往
復
途
中
な
ど
に
発
生
し
た
事
故

や
ケ
ガ
に
対
し
て
共
済
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
31
日
㈪
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
、
加
入

手
続
の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り

ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
か
ら
加
入
し

て
も
共
済
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

共
済
金
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
30
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間

　

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
間

共
済
金
支
給
限
度
額

50
万
円
（
医
療
費
総
額
の
30
％

が
１
、
０
０
０
円
以
下
の
場
合

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
見
舞
金　
６
０
０
万
円

証
明
書
等
支
給
額

　

各
種
証
明
書
代
と
し
て
、
１
件

に
つ
き
２
、
０
０
０
円
を
限
度
と

し
て
、
実
費
を
支
給
し
ま
す
。

手
続
方
法

申
込
方
法　
申
込
書
及
び
名
簿
・

年
間
計
画
に
、
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
（
必
要
な
人
に
は
、

送
付
も
し
ま
す
）。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※　

三
隅
自
治
区
は
、
教
育
委
員

会
三
隅
分
室
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

会
費　
年
額
１
人
１
２
０
円

※　

就
学
３
年
前
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

※　

個
人
で
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

受
付
期
間　
３
月
３
日
㈪
～
平
成

27
年
２
月
27
日
㈮

補
償
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
平
成

27
年
３
月
31
日
㈫

※　

４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
補

償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
は
…

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時

　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

傷
害
保
険

　

入
院
・
通
院
１
日
目
か
ら
補
償

し
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
補

償
で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が

限
度
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

５
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

子
ど
も
と
大
人
が
混
在
の
団

体
で
あ
っ
て
も
、
１
団
体
と
し

て
加
入
が
で
き
ま
す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
０
円
（
税
抜
き
）

と
な
り
ま
す
。

※　

保
険
内
容
・
加
入
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支

部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８
８
）

http://w
w
w
.sportsanzen.org/

加入対象者 補償される団体活動など 加入
区分

年間掛金
(１人あたり)

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動

A1 800円

AＷ 1,450円上記団体活動に加え、個人活動

大
人

高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け A2 800円

スポーツ活動及び指導・審判 C 1,850円
子どものスポーツ活動の指導・審判 AC 1,300円

65歳以上 スポーツ活動 B 1,000円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 11,000円

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内
で
す
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　２月２日㈰、第７回みすみファミリーバドミントン大会がア
クアみすみで開催されました。
　ファミリーバドミントンとは、スポンジボールに羽根がつい
たシャトルと通常のバドミントンより柄が短いラケットを使っ
て行う競技で、誰でも気軽に楽しめるよう考案されたニュース
ポーツです。この日は、16チーム、74人が参加しました。
　最初に講習会でルールを学び、初心者中心のチームと小学生
を含んだファミリーチーム、経験者を中心としたチームに分か
れて楽しい汗を流しました。みんなで楽しい汗を流しました

　２月３日㈪、節分の豆まきが安城保育園で行われました。
　初めに園児たちは、なぜ節分には豆まきをするのかなど、紙
芝居で節分の意味や豆まきの由来を教わりました。
　豆まきでは、園児たちが紙で作った升に豆を入れ「体の中の
悪い病気や嫌なことを追い出して、にこにこした1年を暮せる
ように」と祈りながら、登場した鬼に向かって「鬼は～外！福
は～内！」と元気いっぱいに豆を投げていました。

　２月５日㈬・６日㈭の２日間、三隅中学校生徒の職場体験学
習がありました。
　これは、三隅町内の企業・団体の協力で行われたもので、三
隅中学校の２年生52人が36の事業所に分かれて２日間にわた
り、それぞれの職場で業務に従事しました。
　ガソリンスタンドでの仕事を体験した三浦真琴さんは「お客
さんに笑顔で優しく接することの大切さを学びました」と話し、
実際に大人が働く現場に触れることで、将来の進路に役立つ貴
重な経験となりました。

不幸や災いがない1年になりますように

　２月２日㈰、雪合戦が東中学校校庭で行われました。
　この雪合戦は、浜田自治区の雪の積もることも少なくなりつ
つあるなか、雪で遊ぶことの楽しさを知ってもらい、国府地区
の小学校間の交流を深めることを目的に開催しています。
　当日は、85人の児童が参加。北広島町から運んできた雪を使
い、独自ルールの中で熱戦を繰り広げました。
　参加した小学生は、「雪合戦って楽しい」「もっと遊びたい」
などと、雪で遊ぶ楽しさを話していました。

フラッグ前での攻防戦

いろいろな仕事を学びました

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

気軽にスポーツを楽しもう！
～ みすみファミリーバドミントン大会 ～

みすみ

豆まき会
～ 豆まきで悪い鬼を退治 ～

やさか

社会のルールやマナーを学ぶ
～ 三隅中学校職場体験 ～

みすみ

雪で遊ぶ楽しさを再発見
～ 第13回雪合戦 ～

はまだ
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　１月26日㈰、第24回中学校柔道三隅大会が三隅中学校で開催
されました。
　今年の大会は、中国地方や九州の中学校から総勢75チーム、
約450人の選手が出場しました。また、韓国釜山からも約30人
の選手団がこの大会に参加しました。
　当日は、時折雪が降る寒い日となりましたが、男女がそれぞ
れ８階級にわかれての個人戦と、男女別の団体戦が行われ、会
場は選手たちの熱戦とたくさんの声援により熱気に包まれてい
ました。

　１月26日㈰、有機農業推進講演会が弥栄会館で開催されまし
た。
　弥栄自治区では、やさか有機の学校を毎月実施し、有機農業
の推進を行っています。
　この講演会では、講師の公益財団法人農業環境健康研究所理
事佐久間哲也さんから、有機農業を通じて、食と農による健康
なまちづくりについて講演がありました。
　今後は、有機農業の推進をはじめ、健康な地域づくりを目指
していきます。

力強く選手宣誓をしました

　１月30日㈭、減塩の手前みそ作りが雲城公民館で行われまし
た。これは、生活習慣病の予防に役立てようと、食生活改善推
進協議会金城支部が毎年行っているもので、今回は22人が参加
しました。材料は地元産の大豆と麹を使います。一晩水に浸し
ておいた大豆をミンサーで潰し、麹と塩を混ぜます。そしてボー
ル状にし、たるの中に打ち付けるようにして仕込んでいきます。
支部のメンバーを中心に、各地域で減塩みそを普及させていく
ことにしており、地域の健康増進に繋がっていくことが期待さ
れています。

　１月27日㈪、タブレット講習会が雲城公民館で開催されまし
た。この講習会は、近年急速に増えてきたタブレットによる情
報活用力を身につけることを目的に、県がモデル事業として取
り組んでいるもので、金城自治区では昨年11月から各公民館で
実施しています。この日は、タブレット端末を使い、料理のレ
シピ検索や、飲食店や病院の検索など、日常生活の様々な場面
での活用方法を学びました。参加者は「持ち運びができ、簡単
に情報を入手できるのでとても便利。」と端末を操作しながら
話していました。

食・農業・医療の連携をテーマにした講演

「減塩の手前みそ」作りの様子

タブレット端末を操作する参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

寒さに負けず一本！
～ 中学校柔道三隅大会 ～

みすみ

有機農業推進講演会
～ 食と農による健康なまちづくり ～

やさか

減塩の手前みそ作りで健康増進
～ 食生活改善推進協議会金城支部 ～

かなぎ

かなぎ指先ひとつで情報をキャッチ！
～ タブレット講習会 ～
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　１月12日㈰、弥栄ええとこ歩きが小坂集落で行われました。
　これは、集落の資源や知恵・技を活かした取り組みを訪問者
に紹介しながら、感動を交歓することを目的に行ったもので、
今回は広島県北広島町枕地区の皆さん28人が参加しました。
　参加者はやき米作りを見学し、地元周辺の散策と集落活動な
どの情報交換をしました。
　参加者からは「元気な人が多い。アイデアを持ち帰って研究
したい。」と声もあり、集落が考案した田舎体験プログラムに
感動していました。

　１月20日㈪、受刑者の逃走を想定した合同捜査訓練が旭町山
ノ内の梨園周辺で行われました。これは浜田警察署と島根あさ
ひ社会復帰促進センター合同で行ったもので、警察官と刑務官
約60人が、双方の連携や捜査の手順を確認しました。
　訓練は構外作業中に受刑者が逃走し周辺民家に入り衣服と携
帯電話を盗んだとの想定で、逃走現場周辺の検問や捜索を行い、
約１時間後に受刑者役の刑務官を取り押さえました。
　訓練に参加した警察官は「警察官と刑務官の権限はそれぞれ
違うがスムーズな捜索ができた」と話されました。

伝統的な保存食のやき米作り

　１月25日㈯、26㈰、第16回島根県雪合戦大会がアサヒテング
ストン駐車場で行われました。
　当日は、時折冷たい雨や雪が舞うコンディションの中、一般・
レディース・ジュニア・フレンドリーの部に合計46チームが参
加しました。参加者は相手陣地に仲間の援護を受けて攻め入っ
たり、シェルターに隠れた敵を倒すため、山なりの雪玉を放つ
など戦術を駆使した攻防を展開しました。
　相手の隙を突き奇襲攻撃をかけ一気に旗を奪いに駆け込む場
面もあり、会場からは大きな声援が送られていました。

受刑者役の刑務官の身柄を確保する警察官たち

　１月21日㈫、エコバック作りがみなと保育園で行われました。
これはしまね自然と環境財団が環境を守ることの大切さを知っ
てもらうために行ったもので、年長組37人が参加しました。
　はじめに、大型絵本で地球に優しい行いについての読み聞か
せがありました。そして布製のエコバックと布用のクレヨンが
配られ、海や虹のかかった空などきれいな景色や、大好きなキャ
ラクターなど、自由に絵を書いていました。完成したバックを
見て、児童たちは「家族で出かけたときに、このバックを使い
たい」「お店の袋はもらわないよ」と笑顔で話していました。お気に入りの絵を書いて、大切に使おう

コート中央で攻防を繰り広げる選手たち

♥Town Topicsまちのわだい

田舎体験交流会
～ 地域の魅力を体験しよう ～

やさか

受刑者の逃走を想定して訓練
～ あさひ社会復帰促進センター初動対応訓練  ～

あさひ

雪上での熱い戦い
～ 第16回島根県雪合戦大会 ～

あさひ

世界で１つのエコバック作り
～ みんなで環境について考えよう ～

はまだ
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県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も

大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
講
科
目
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集
案

内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

　

３
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

　

12
月
18
日
㈬
、
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
奨
励
し
、
学
生
に
よ

る
地
域
交
流
や
地
域
貢
献
活
動
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
学
生
を
対
象
と
し
た

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

浜
田
の
お
い
し
い
ご
馳
走
を
楽
し

め
る
「
浜
田
の
選
べ
る
う
ま
い
も
ん

セ
ッ
ト
」、「
浜
田
市
共
通
商
品
券
」、

「
共
通
バ
ス
カ
ー
ド
」
な
ど
の
商
品

を
当
選
し
た
学
生
に
渡
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
成
長
に
資
す

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

12
月
18
日
㈬
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

本
学
の
学
生
や
留
学
生
、
教
職
員
と

の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
開
学
以
来
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
国
際
文
化
交
流
の
夕
べ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
（
講
堂
）
は
、
吹
奏
楽
部

の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
に

よ
り
幕
を
開
け
、
中
国
語
サ
ー
ク
ル

「
好は

お

好は
お

」
は
日
本
語
と
中
国
語
の
歌

を
、
ダ
ン
ス
部
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
「
情
熱
人
～
ガ
チ
ん

ち
ゅ
」
は
、
県
大
か
ら
世
界
へ
飛
び

出
し
た
経
験
と
、
今
の
思
い
を
演
劇

風
に
披
露
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
楽

し
く
伝
え
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
「
咲

か
せ
よ
う
文
化
の
花 

広
め
よ
う
交

流
の
種
」
の
下
、
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
た
い
、
音
楽
を
通
し
て

「
世
界
」
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
「
地
域
の
音
楽
家
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
浜
田
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
柿
谷
美
雪
さ
ん
（
ソ
プ

ラ
ノ
・
浜
田
市
役
所
勤
務
）
と
小
林

紘
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
・
島
根
県
立
大

学
勤
務
）、
東
京
か
ら
竹
永
久
男
さ

ん
（
バ
リ
ト
ン
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

ま
し
た
。
世
界
共
通
の
「
愛
」
を
テ
ー

マ
に
、「
故
郷
」
な
ど
の
日
本
の
音

楽
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
祥
の
華
や
か

な
オ
ペ
ラ
の
曲
を
中
心
に
、
温
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

講
堂
前
広
場
で
は
、
職
員
に
よ
る

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
点
灯
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
（
学
生
会
館
）
で
は
、

「
橙と

う

蘭ら
ん

」
の
よ
さ
こ
い
、「
ゆ
る
り

の
会
」
に
よ
る
朗
読
、
留
学
生
に
よ

る
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
思
い
は
通
じ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
た
全
員
参
加
の
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
学
生
や
教
職
員

な
ど
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
寒
い
中
ご
来
場
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
㈭
、「
島
根
県
立
大
学
・

イ
ー
ス
ト
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
交
流
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
イ
ー
ス
ト
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大

学
と
は
平
成
24
年
に
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ

る
異
文
化
理
解
能
力
と
外
国
語
能
力

の
育
成
方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
ビ
デ
オ
会
議
を

使
っ
た
国
際
共
同
授
業
や
、
ウ
ェ
ブ

ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
教
育
法
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
午
後

の
部
で
は
、
同
大
学
の
教
授
２
人
に

よ
る
講
演
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

当選して喜ぶ学生

米国ECUの学生と本学学生とのビデオ会議

地域の音楽家と合唱サークル ｢Yellow Kite｣
のコラボレーション
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vol.125
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学
生

を
対
象
に
抽
選
会
を
開
催
し
ま

し
た

イ
ー
ス
ト
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

と
の
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
26
年
度
春
学
期(

４
月
開
講)

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

第
13
回
「
国
際
文
化
交
流
の
夕
べ
」

を
開
催
し
ま
し
た
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◎ギャラリー企画展「石見の一本桜２」

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎しだれ桜コンサート

　《本館・新館展示室》
【本館】
企画展「石本正のアトリエⅢ」
　３月14日㈮まで
【新館】
企画展「いのり～画家が絵に込めた想
い～」
　３月14日㈮まで
次回展示
企画展「いつくしむように」
　３月21日㈷～６月27日㈮

《ギャラリー展示》
平成25年度 石正美術館絵画教室展 後
期（石本正絵画教室）
　３月１日㈯～ 14日㈮
企画展「石見の一本桜２」
　３月21日㈷～４月18日㈮

 《イベント情報》
第44回石本正絵画教室
　３月８日㈯・９日㈰　終日
※　予約が必要です。詳しくは、お問
い合わせください。

しだれ桜コンサート
　４月６日㈰　午後２時～３時30分

休館日のお知らせ
　月曜日（祝日は開館、翌日休館）
※　３月15日㈯から20日㈭は、展示替
のため休館します。

　

石
正
美
術
館
本
館
で
は
、
日
本
画

家
・
石
本
正
（
93
歳
・
三
隅
町
出

身
）
が
画
業
70
年
余
り
の
中
で
描
い

て
き
た
、
珠
玉
の
作
品
の
数
々
を
展

示
す
る
企
画
展
「
石
本
正
の
ア
ト
リ

エ
Ⅲ
」、
ま
た
新
館
で
は
、
石
本
正

を
は
じ
め
と
す
る
全
国
で
活
躍
中
の

９
人
の
画
家
に
よ
る
「
心
で
描
い
た

作
品
」
15
点
を
展
示
す
る
「
い
の
り

～
画
家
が
絵
に
込
め
た
想
い
～
」
を

開
催
中
で
す
。

　

ま
た
３
月
21
日
㈷
か
ら
は
、
新
規

企
画
展
「
い
つ
く
し
む
よ
う
に
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

ま
る
で
我
が
子
の
よ
う
に
大
切
に

描
か
れ
る
作
品
た
ち
。
そ
の
画
面
か

ら
、
慈
愛
に
満
ち
た
画
家
の
温
か
な

ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
絵
を
集
め

ま
し
た
。
春
ら
し
い
温
か
な
空
気
を

感
じ
て
下
さ
い
。　

会
期　
３
月
14
日
㈮
ま
で

料
金

　

一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
は
団
体
料
金

　石見地方には、何百年もの間地元の人々に愛されてきた桜
がたくさんあります。この「石見の一本桜」をテーマにして
描かれた作品や、写真などを展示します。
期間　３月21日㈷～４月18日㈮
場所　石正美術館ギャラリー
料金　無料

　今年も、石正美術館の中庭のしだれ桜が見事な花を咲かせ
る時期となりました。春を告げる桜の下で、サックスとピア
ノが奏でる春らしい演奏をお楽しみください。
日時　４月６日㈰　午後２時～３時30分
場所　石正美術館　中庭（雨天の場合は創作室）
料金　無料
出演　サックス：杉本孝一、桑原明里
　　　ピアノ：山田るみ子
※　出演者は変更になる場合があります。
※　詳しくは、お問い合わせください。

石本正「芥子」制作年不明

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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11
月
の
イ
ベ
ン
ト

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

青
い
海
と
緑
の
山
に
囲
ま
れ
豊
か

な
自
然
を
も
つ
浜
田
は
、
古
く
か
ら

漁
港
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

歴
史
・
文
化
が
育
ま
れ
、
石
見
神
楽

社
中
は
約
50
社
中
を
数
え
ま
す
。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在

石
見
神
楽
を
中
心
に
浜
田
の
伝
統
文

化
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。今
回
で
８
回
目
と
な
る「
カ

グ
ラ
！
展
」
で
は
、
伝
統
芸
能
の
石

見
神
楽
を
中
心
に
大
漁
旗
・
漁
船
模

型
、
石
州
和
紙
、
長
浜
人
形
、
石
見

焼
な
ど
生
活
文
化
に
も
触
れ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
浜
田
市
内
の
５
神
楽
社
中
に

協
力
を
い
た
だ
い
た
、
神
楽
面
や
衣

裳
、
小
道
具
な
ど
も
展
示
し
、
各
社

中
が
も
つ
魅
力
や
特
徴
も
あ
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
人
気

の
神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台
も
あ
り

ま
す
。

　

石
見
神
楽
の
魅
力
を
再
発
見
し
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。。

会
期　
３
月
23
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　

４
０
０
円

　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

■
石
見
神
楽
公
演

◎
３
月
２
日
㈰　

今
福
神
楽
社
中

　
　
　

９
日
㈰　

都
川
神
楽
団

　
　
　

16
日
㈰　

有
福
神
楽
保
持
者
会

　
　
　

23
日
㈰　

美
川
西
神
楽
保
存
会

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

■
浜
田
の
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

岡
見
神し

ん

遊ゆ
う

座ざ

に
よ
る
石
見
神
楽
や

田
ば
や
し
な
ど
、
浜
田
の
伝
統
芸
能

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
１
日
で
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
ロ
ケ
ッ
ト
く

れ
よ
ん
も
や
っ
て
く
る
よ
！

◎
３
月
21
日
㈷

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
神
楽
の
小
道
具
を
つ
く
ろ
う
》

　

神
楽
の
神
や
鬼
が
持
つ
道
具
を
作

る
よ
。

◎
３
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

◎
３
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
鬼
棒　

１
０
０
円

　
　
　
　

幣　
　

２
０
０
円

《
神
楽
の
扇
子
づ
く
り
》

　

扇
子
に
色
を
付
け
て
、
シ
ー
ル
で

飾
っ
た
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
の
完
成
。

◎
３
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

定
員　
各
日
先
着
30
人

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
カ
ラ
ー
魚
拓
づ
く
り
》

　

色
を
付
け
て
魚
の
形
を
写
す
、
カ

ラ
ー
魚
拓
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
３
月
21
日
㈷

定
員　
先
着
25
人

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

※　

参
加
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
。

《
ミ
ニ
天て

ん

蓋が
い

づ
く
り
》

　

神
楽
の
舞
台
に
あ
る
飾
り「
天
蓋
」

を
作
る
よ
。

◎
３
月
22
日
㈯

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
オ
ロ
チ
パ
フ
ェ
》

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
オ
ロ
チ
を

作
っ
て
食
べ
ち
ゃ
お
う
。

◎
３
月
23
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
動
く
紙
人
形
を
つ
く
ろ
う
》

　

動
か
し
て
遊
べ
る
人
形
を
作
る
よ
。

◎
３
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

　

日
本
を
代
表
す
る
絵
本
作
家
五
味

太
郎
さ
ん
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

五
味
さ
ん
の
代
表
作
「
き
ん
ぎ
ょ

が
に
げ
た
」
な
ど
の
絵
本
原
画
を
は

じ
め
、
国
内
外
で
出
版
さ
れ
た
絵
本

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、「
ら
く
が
き

絵
本
」
の
拡
大
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
五

味
さ
ん
の
世
界
を
存
分
に
堪
能
で
き

る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

五
味
太
郎
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

会
期　
３
月
27
日
㈭
～
５
月
25
日
㈰

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
・
31
日

展
示
替　
25
日
㈫
・
26
日
㈬

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.207

有

料

広

告

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

カ
グ
ラ
！
石
見
神
楽
と

浜
田
の
伝
統
展

五
味
太
郎
作
品
展

　
　
～
絵
本
の
時
間
～
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

中
央
図
書
館

日
時　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
～

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

映
画
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
映
画
会

日
時　
３
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

タ
イ
ト
ル　
ふ
し
ぎ
な
島
の
フ　

　

ロ
ー
ネ

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
３
月
23
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

タ
イ
ト
ル　
ロ
ス
ト
ワ
ー
ル
ド　

　

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク

金
城
図
書
館

日
時　
３
月
20
日
㈭　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
っ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
３
月
５
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

三
隅
図
書
館

日
時　
３
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

図
書
の
貸
出
し
に
つ
い
て

貸
出
冊
数　
個
人　

10
冊
ま
で

　
　
　
　
　

団
体　

50
冊
ま
で

貸
出
期
間　
個
人　

２
週
間

　
　
　
　
　

団
体　

１
か
月
間

図
書
の
返
却
に
つ
い
て

　

借
り
た
資
料
は
、
市
内
の
ど
こ

の
図
書
館
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

　

開
館
時
間
に
返
却
で
き
な
い
と

き
は
、
返
却
ポ
ス
ト
（
弥
栄
図
書

館
を
除
く
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
紙
芝
居
・
視
聴
覚
資

料
・
団
体
貸
出
の
図
書
・
相
互
貸

借
資
料
に
つ
い
て
は
、
借
り
受
け

た
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
直
接
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド

　

利
用
者
カ
ー
ド
は
、
全
館
（
移

動
図
書
館
を
含
む
）
で
使
用
で
き

ま
す
。
紛
失
や
破
損
に
よ
り
利
用

者
カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る
場
合
は
、

１
０
０
円
の
実
費
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

駐
車
場
利
用
案
内

　

中
央
図
書
館
の
駐
車
場
は
、
館

内
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
割
引

認
証
機
で
、
駐
車
券
の
割
引
認
証

を
受
け
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
を
利
用
し
た
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
永
く
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
資
料
は
大
切
に

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
中
に
資
料
を
汚
し
た
り
、

破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
原
則
と
し
て
弁
償
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　

な
お
、
弁
償
し
て
も
ら
っ
た
資

料
と
引
き
換
え
に
、
古
い
資
料
を

お
渡
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

図
書
館
で
除
籍
の
手
続
を
し
た
あ

と
廃
棄
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
人
は
、
各
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
又

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
10
日
㈪
、
24
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　「Ｑ＆A　番号法」
　　水町　雅子　著、有斐閣刊

　著者は内閣官房　社会保障改革担当室　参事官補
佐・弁護士。
　昨年５月に成立した、番号法（「行政手続きにお
ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」）の内容を分かりやすく立法担当官が解
説。個人番号は、本年後半から全国民に通知され、
2016年１月から社会保障などの手続きで使用される
予定になっています。国民・会社員・公務員が最低
限知っておきたい、番号法の仕組みを解説します。
　第１部で番号制度の全体像、第２部で番号法の解
説をする構成となっています。

図書館情報

おすすめの一冊！

図
書
館
利
用
案
内

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

図
書
館
の
資
料
は

市
の
大
切
な
財
産
で
す

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集
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デ
イ
ジ
ー
図
書
は
、
デ
ジ
タ
ル
で

録
音
さ
れ
た
図
書
（
本
）
の
こ
と
で
、

Ｃ
Ｄ
な
ど
に
録
音
さ
れ
、
専
用
機
器

で
再
生
し
ま
す
。 

内
容　
音
声
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に

取
り
込
ん
で
編
集
し
、
視
覚
障
が

い
者
が
利
用
す
る
デ
イ
ジ
ー
図
書

を
作
成
す
る
。

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が

で
き
る
人
で
受
講
後
、
視
覚
障
が

い
者
が
利
用
す
る
録
音
図
書
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
人

日　
３
月
13
日
㈭
～
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
３
回
）

場　
い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

料　
無
料

申
込
締
切
日　
３
月
11
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
３
５
）

　

高
齢
者
に
対
し
、
介
護
を
必
要
と

し
な
い
体
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行
い
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
の
支

援
が
で
き
る
介
護
予
防
運
動
指
導
員

養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
５
日

間
の
講
習
終
了
後
、
修
了
試
験
に
合

格
す
る
と
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
介
護
予
防
運
動
指
導

員
」
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

日　
３
月
16
日
㈰
～
４
月
13
日
㈰

毎
週
日
曜
日
（
全
５
回
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※　

４
月
６
日
㈰
は
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時
30
分
で
す
。

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定　
20
人

料　
８
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
含
む
。）

申
込
締
切
日　
３
月
９
日
㈰

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

受
講
料
を
締
切
日
ま
で
に
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

受
講
資
格
、
受
講
料
の
振
込
先

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
２　

浅
井

町
64
‐
14
（
☎
�
１
０
３
５
・
▢ＦＡＸ

�
１
８
６
６
）】 

http://w
w
w
.la-peare.com

/

総
合
実
務
科

　

自
己
理
解
や
適
性
の
見
極
め
を
行

い
な
が
ら
、
就
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど
の
知
識
や
、様
々
な
作
業
・

実
習
、
企
業
で
の
訓
練
な
ど
で
技
術

や
作
業
能
力
を
習
得
し
、
就
職
す
る

た
め
の
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
者
で
就
労
を
目
指
し

て
い
る
人

入
校
検
定
日　
３
月
25
日
㈫

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校　

定　
５
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
１
万

円
程
度
必
要
で
す
。）

訓
練
期
間　
５
月
８
日
㈭
～
９
月
30

日
㈫　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
面
接

申
込
締
切
日　
３
月
18
日
㈫

申
込
方
法　
公
共
職
業
安
定
所
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

合
格
発
表　
３
月
28
日
㈮

問　
西
部
高
等
技
術
校　

下
森
さ
ん

木
村
さ
ん
（
☎
０
８
５
６
�
２
４

５
０
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
６
�
２
４
５
１
）

Em
ail:seibukotogi@

pref.shim
ane.

lg.jp

　

水
泳
は
体
を
丈
夫
に
し
、
身
体
へ

の
負
担
も
少
な
い
た
め
成
長
期
の
子

ど
も
に
も
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

あ
な
た
も
君
も
楽
し
く
元
気
に
プ
ー

ル
に
通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

入
校
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
☎
�
０
２
３
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど伝言板

デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

資
格
・
試
験

教
室
・
講
座

介
護
予
防
運
動
指
導
員

養
成
講
習
会

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

平
成
26
年
度
入
校
生
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初
歩
か
ら
の
中
国
語
会
話
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
中
国
語
や
中
国
に

興
味
の
あ
る
人
、
中
国
語
会
話
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
室

講
師　
犬
塚
優
司
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
教
授
）

料　
月
額
１
、
０
０
０
円
（
会
費
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
中
国
語
友
の
会

　

永
岡
さ
ん
（
☎
�
２
２
６
０
）

　

平
成
26
年
度
前
期（
４
月
～
９
月
）

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
子

ど
も
向
け
教
室
な
ど
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
座
を
多

数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日　
３
月
３
日
㈪

　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

健
康
増
進
・
体
力
向
上
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
３
月
15
日
㈯

　

午
前
９
時
か
ら

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
武
道
館
に
あ

り
ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

教室名 実施月
（４月） 曜日 時間 対象 定員 参加料

はじめて（初・始）ビクス ９日・16日 水 9:00～ 9:50 一般男女 40人

600円

ママ＆ベビーキッズ３B 10日・17日 木 10:00～11:30 幼児と保護者 30組
フレッシュアップ３Ｂ

11日・18日 金
9:30～11:00

一般男女

30人
気功・太極拳（昼） 13:30～15:00 30人
50代からの
足から見直す健康きれい 12日・19日 土

10:30～11:30 10人

気功・太極拳（夜） 18:30～20:00 30人

　

第
12
代
浜
田
藩
主
の
松
平
康
定
が

松
坂
藩
出
身
の
国
学
者
・
本
居
宣
長

に
駅
鈴
を
贈
り
、
そ
の
駅
鈴
は
今
で

は
松
阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
縁
を
通
じ
、
松
阪
で

は
２
月
に
「
松
阪
市
・
浜
田
市
友
好

の
会
」が
設
立
さ
れ
、交
流
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
松
阪
市
と
の
「
ご
縁
」
を
よ

り
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
松
阪
市
へ
の
ご
縁
旅
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
松
阪
市

と
の
交
流
の
旅
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日　
４
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

　

１
泊
２
日

内
容　
松
阪
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と
の
街
歩
き
（
駅
鈴
・
松

阪
商
人
の
館
・
松
阪
城
跡
な
ど
）

定　
先
着
25
人
（
最
少
催
行
20
人
）

料　
３
４
、
８
０
０
円（
１
人
１
室
）

　
　

３
５
、
８
０
０
円（
２
人
１
室
）

※　

行
程
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

城
下
町
浜
田
の
春
を
彩
る
浜
っ
子

春
ま
つ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
、
楽
し
く
熱
の
あ
る
ま
つ
り
に
し

ま
し
ょ
う
。

浜
っ
子
春
ま
つ
り

日　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　

正
午
～
午
後
４
時

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。　

大
名
行
列
・
パ
レ
ー
ド

①
大
名
行
列
・
奴
隊

②
馬
に
乗
る
殿
様
・
腰
元
・
供
侍
な

ど 

③
踊
り
隊
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊
・
仮

装
行
列
・
音
楽
隊
・
団
体
Ｐ
Ｒ

有

料

広

告

募

集

初
級
中
国
語
学
習
会

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

平
成
26
年
度
前
期
受
講
生

伊
勢
国
松
坂
・
駅
鈴
が
繋つ

な

ぐ

ご
縁
旅　
参
加
者

２
０
１
４
浜
っ
子
春
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

平
成
26
年
度
県
立
石
見
武
道
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

新
町
出
発
～
紺
屋
町
～
朝
日
町
～

浜
田
橋
経
由
～
石
央
文
化
ホ
ー
ル

～
銀
天
街
終
点

第
１
部　
大
名
行
列
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
に
よ
る
行
列

第
２
部　
踊
り
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊

※　

奴
隊
の
参
加
者
は
、
夜
間
な
ど

の
事
前
練
習
の
参
加
が
必
要
で
す
。

※　

音
源
車
・
音
響
設
備
・
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
必
要
な
参
加
費
用
は
、
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
や
山
車
、
楽
市
の
出
店

が
伴
う
場
合
、
道
路
交
通
法
基
準

に
基
づ
き
、
規
制
や
道
路
使
用
許

可
（
申
請
料
）
が
必
要
で
す
。
そ

の
内
容
が
分
か
る
図
面（
サ
イ
ズ
、

自
走
・
人
力
で
の
牽
引
な
ど
）
を

申
込
書
提
出
時
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。 

※　

詳
し
く
は
、
各
受
付
事
務
局
な

ど
で
説
明
し
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
浜
田
市
観
光

協
会
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
３
月
20
日
㈭
必
着  

申
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

市
民
の
楽
市

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所
に
所
属
の
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
及
び
添
付
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
各
商
店
街
に
あ

り
ま
す
。

出
店
場
所　
市
内
の
各
商
店
街
。
た

だ
し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド

コ
ー
ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店

は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

道
路
使
用
の
場
合
は
、
警
察
へ

の
許
可
申
請
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

応
募
締
切
日　
３
月
25
日
㈫
必
着 

申
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

　

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８

　

７
１
０
‐
３
９
７
９
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽
「
平
安
」

　

金
子
奨
悟
さ
ん
（
☎
�
２
１
４
３
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」

　

平
野
義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
、
祭
り
の
運
営
（
パ
レ
ー
ド

の
随
行
・
休
憩
所
の
運
営
・
記
録
写

真
の
撮
影
な
ど
）
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

な
ら
ど
な
た
で
も

応
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

浜
っ
子
春
ま
つ
り
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

問　
浜
田
市
観
光
協
会
内　

浜
っ
子

ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
紹
介

や
、
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

※　

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

料　
無
料

問　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
石
見
地
区
協

議
会　

竹
山
さ
ん

（
☎
�
１
６
７
０
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
８
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

浜
田
公
民
館
の
主
催
事
業
や
、
利

用
者
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
１
年
間

学
習
し
た
作
品
展
示
会
で
す
。水
墨
・

俳
句
・
川
柳
・
木
目
込
み
人
形
・
手

編
み
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
習
字
・
絵

手
紙
・
盆
栽
・
お
茶
席
な
ど
、
皆
さ

ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

３
月
８
日
㈯
は
、
午
前
10
時
か

ら
屋
外
市
場
も
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
10
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
展

浜
田
公
民
館
作
品

展
示
会
・
屋
外
市
場

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
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東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。「
忘
れ
ま
せ
ん
！

３
・
11
」
を
胸
に
、
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
犠
牲
者
に
対
し
て
追
悼
の
意

を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
私
た
ち
の
「
歌
声
」
で
少
し
で

も
元
気
と
希
望
を
送
り
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て

東
北
地
方
に
エ
ー
ル
を
送
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

日　
３
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
島
根
県
県
立
大
学
講
堂

料　
一
般　

１
、
０
０
０
円

　

大
学
生
以
下　

無
料

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
協
賛
券
と
し

て
、
経
費
を
除
い
た
全
額
を
、
義

援
金
と
し
て
被
災
地
、
被
災
者
の

た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

問　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局　

久
保
田
さ
ん

（
☎
�
０
６
４
５
）

　

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
竹
嶋
（
現
在
の
欝う

つ

陵り
ょ
う

島と
う

）
へ
渡
海
し
、
浜
田
藩
の
た

め
に
尽
く
し
た
会
津
屋
（
今
津
屋
）

八
右
衛
門
に
つ
い
て
、
当
時
の
浜
田

や
他
の
地
域
で
、
ど
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
、
ま
た
、
記
録
に
残
さ
れ
た
の

か
を
、
裁
判
記
録
と
比
べ
な
が
ら
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
３
月
15
日
㈯ 

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館 

演
題　
八
右
衛
門
事
件
と
風
聞

講
師　
森
須
和
男
さ
ん
（
浜
田
市
文

化
財
審
議
会
委
員
）

料　
無
料 

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

朗
読
を
通
し
て
、
新
た
な
作
品
の

魅
力
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
。

日　
３
月
15
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

朗
読
作
品　
注
文
の
多
い
料
理
店
、

雪
わ
た
り
、
銀
の
匙　

ほ
か

料　
無
料

申
・
問　
朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

佐
々
本
さ
ん　

午
後
６
時
以
降

（
☎
�
２
０
３
６
）

　

江
戸
時
代
の
旧
山
陰
道
の
面
影
を

訪
ね
益
田
市
土
田
町
上か

さ

ノの

谷た
に

か
ら
木き

部べ

町
ま
で
６
kｍ
を
歩
き
ま
す
。
旅は

た

籠ご

の
風
情
に
峠
の
展
望
。
春
の
街
道
散

策
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
３
月
16
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
８
時
50
分
～
正
午 

場　
三
隅
神
社
駐
車
場

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
） 

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

　

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

　

３
７
）

　

市
内
の
10
社
中
が
集
ま
り
、
得
意

演
目
を
披
露
す
る
神
楽
三
昧
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

豪
華
な
衣
装
に
リ
ズ
ム
感
も
実
に

見
事
で
、
勇
壮
華
麗
に
舞
い
踊
る
姿

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
16
日
㈰

開
場　
午
前
９
時

開
演　
午
前
９
時
30
分 

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

料　
前
売
券　

１
、
５
０
０
円

　
　

当
日
券　

１
、
８
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

無
料

問　
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

コ
ー
ス
は
日
本
の
歩
き
た
く
な

る
道
５
０
０
選
の
一
つ
に
も
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
３
月
16
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分

出
発　
午
前
10
時　
　

集
合
場
所　
お
魚
セ
ン
タ
ー
前
漁
港

駐
車
場 

コ
ー
ス　
５
㎞
（
お
魚
セ
ン
タ
ー
前

→
か
も
め
公
園
→
粟
島
公
園
→
鈴

蘭
別
館
前
→
マ
リ
ン
大
橋
北
づ
め

公
園
→
マ
リ
ン
大
橋
→
お
魚
セ
ン

タ
ー
前
）

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
14
日
㈮

※　

当
日
、
会
場
で
の
受
け
付
け
も

し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即
売
や

石
央
地
域
（
浜
田
市
・
江
津
市
）
の

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の

負
担
を
軽
く
し
、
無
理
な
く
腕
や
肩

な
ど
の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

日　
３
月
16
日
㈰
・
４
月
20
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
各
回
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
、
陶
器
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

日　
３
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

問　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

３
・
11
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

コ
ー
ラ
ス
in
は
ま
だ

文
化
講
演
会

春
の
朗
読
会

第
１
３
９
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

第
９
回　
神
楽
の
里

か
な
ぎ
共
演
大
会

マ
リ
ン
大
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
29
回
地
場
産
業
祭

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？
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10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

日　
３
月
17
日
㈪
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

コ
ー
ス　
浜
田
公
民
館
→
石
見
公
民

館
→
国
道
９
号
線
→
浜
田
市
役
所

→
国
道
９
号
線
→
お
ば
せ
の
浜
会

館
→
マ
リ
ン
大
橋
→
元
浜
公
園
→

国
道
９
号
線
→
浜
田
公
民
館

※　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
豚
汁

と
パ
ン
を
用
意
し
ま
す
。

定　
50
人

料　
２
０
０
円 

※　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

ゆ
る
体
操
＆
ゆ
る
筋
ト
レ

　

身
体
を
ゆ
る
め
る
「
ゆ
る
体
操
」

と
筋
ト
レ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ま
る
で
違
う
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

日　
３
月
18
日
㈫

講
師　
専
属
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

定　
20
人

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
３
月
24
日
㈪

共
通

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
講
演
会

　

大
切
な
人
を
亡
く
す
な
ど
喪
失
体

験
を
経
験
し
て
も
な
お
、
明
日
を
生

き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
話
し
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

日　
３
月
22
日
㈯

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

演
題　
あ
な
た
が
大
切
な
人
を
な
く

し
た
と
き
～
明
日
を
生
き
る
力
～

講
師　
水
野
治
太
郎
さ
ん
（
麗
澤
大

学
名
誉
教
授
）

対
象　
ど
な
た
で
も

料　
１
、
０
０
０
円
（
会
員
無
料
）

グ
リ
ー
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

　

人
生
の
喪
失
体
験
に
よ
り
生
じ
た

悲
し
み
、
葛
藤
を
理
解
し
受
け
入
れ

て
生
き
て
い
く
。
そ
し
て
、
大
切
な

人
を
支
え
て
い
く
た
め
の
講
座
で
す
。

日　
３
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

テ
ー
マ　
自
分
と
向
き
合
う
グ
リ
ー

フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
大
切
な
人

を
支
え
る
～
命
を
感
じ
と
る
感
性

を
磨
く
講
座

講
師　
水
野
治
太
郎
さ
ん
（
麗
澤
大

学
名
誉
教
授
）

定　
先
着
25
人

料　
一
般　

５
、
０
０
０
円

　
　

会
員　

４
、
０
０
０
円

※　

昼
食
代
が
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁　

植

田
さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
９
６
６
）

岩
井
さ
ん
（
☎
０
８
０
‐
８
２
３

６
‐
１
６
９
２
）

　

47
年
間
就
学
児
童
を
支
え
て
き
た

本
校
旧
寄
宿
舎
が
、
老
朽
化
に
伴
い

昨
年
８
月
閉
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
寄

宿
舎
と
の
別
れ
を
偲
ぶ
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　
浜
田
ろ
う
学
校
旧
寄
宿
舎

※　

見
学
の
希
望
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た
、
セ

ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

異
性
へ
の
気
遣
い
や
、
好
印
象
を

与
え
る
会
話
術
な
ど
、
幸
せ
な
恋
を

し
た
い
若
年
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
27
日
㈭

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
第
１

ホ
ー
ル

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
３
月
20
日
㈭

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
本
庁
市
民
政

策
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

参
加
者
へ
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
市
民
政
策
課
【
〒
６

　

９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町

１
番
地
（
☎
�
９
２
２
０
・
▢ＦＡＸ
�

１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

問　
浜
田
ろ
う
学
校　

伊
藤
さ
ん

（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６

３
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

講
師　
松
井
達
也
さ
ん

定　
20
人

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
バ
ス

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
は
い
り
ま
せ

ん
）。

申
込
締
切
日　
３
月
17
日
㈪

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル　
ベ
ー
シ
ッ
ク

セ
ブ
ン

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
効
果
的
に

使
用
す
る
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
と

呼
吸
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

日　
①
３
月
26
日
㈬

　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

　
　

②
３
月
27
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

講
師　
床
田
眞
由
美
さ
ん

定　
各
日
24
人

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
（
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
は

い
り
ま
せ
ん
）。

申
込
締
切
日

　

①
３
月
25
日
㈫
・
②
３
月
26
日
㈬

ジ
ム
マ
シ
ー
ン　
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

　

ジ
ム
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
全
般
の
使
用
方
法
な
ど
を
説

明
し
、
よ
り
効
果
的
な
使
用
法
を
指

導
し
ま
す
。

日　
３
月
25
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

行
っ
た
り
来
た
り

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
～
10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
体
験
会

大
切
な
人
を
失
っ
た
と
き
の

心
の
ケ
ア
を
学
び
ま
せ
ん
か

浜
田
ろ
う
学
校
旧
寄
宿
舎

見
学
会

幸
せ
を
呼
ぶ　
嫁
恋
塾

　
～
農
業
男
子
編
～
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御便殿

浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

浜
田
は
ぴ
こ
会
で
は
、
第
３
回
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
今
回

は
、
花
見
弁
当
作
り
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
を

楽
し
み
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

日　
３
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
三
階
小
学
校

定　
30
人
（
男
女
各
15
人
）

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
３
月
20
日
㈪

　

午
後
６
時

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
本
庁
市
民
政

策
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※　

参
加
者
へ
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

※　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
は
ぴ
こ
会
事
務
局

岡
本
さ
ん
【
〒
６
９
７
‐
０
０
５

２　

港
町
１
８
２
‐
３
（
☎
�
１

４
３
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０
６
６
）】

Em
ail:okam

oto@
toyohouse-

design.jp

　

石
州
刀
剣
会
で
は
、
初
心
者
入
門

講
座
を
兼
ね
て
春
の
刀
剣
鑑
賞
会
を

開
催
し
ま
す
。
刀
剣
鑑
賞
は
楽
し
ん

で
見
る
事
が
一
番
で
す
が
、
一
度
だ

け
で
は
な
か
な
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

何
回
か
鑑
賞
し
て
い
る
う
ち
に
、
楽

し
み
方
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
鑑
賞

の
仕
方
は
指
導
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会

員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー

の
守
れ
る
人
な
ら
老
若
男
女
は
問
い

ま
せ
ん
。

日　
３
月
30
日
㈰ 

　

午
後
１
時
～
４
時 

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室 

料　
２
、
０
０
０
円 

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

殿
町
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
「
御ご

便べ
ん

殿で
ん

」
の
敷
地
に
は
、
多
く
の
桜
が

あ
り
ま
す
。
浜
田
城
資
料
館
建
設
期

成
同
盟
会
で
は
、
今
年
も
桜
の
開
花

時
期
に
合
せ
、
桜
の
下
で
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
の
開
放
も

行
い
ま
す
。

茶
会
（
雨
天
中
止
）

日　
４
月
５
日
㈯

　
　
　

表
千
家
浜
田
地
区
同
好
会

　

４
月
６
日
㈰

　
　

裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

敷
地
の
開
放

日　
４
月
２
日
㈬
～
11
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
御
便
殿

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
す
。 

料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
３
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
15
日

㈯
・
22
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

料　
滑
走
料　

５
０
０
円

　
　

教
室
料　

５
０
０
円

　
　

貸
靴
料　

４
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

初
心
者
は
、
午
前
９
時
30
分
ま

で
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
団
体
利
用
受
付
中

　

子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
グ
ル
ー
プ
指
導
を
し

ま
す
。

日　
３
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰
・
23
日

㈰
・
30
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

日　
３
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日

㈯　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

ア
ク
ア
ス
生
ま
れ
の
シ
ロ
イ
ル
カ

「
シ
ー
リ
ャ
」
が
シ
ロ
イ
ル
カ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
新
技
「
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
グ
」
を

披
露
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
４

　

ア
ク
ア
ス
に
春
を
告
げ
る
ア
ク
ア

ス
春
祭
り
。島
根
自
慢
の
味
や
名
産
・

伝
統
芸
能
が
ア
ク
ア
ス
に
大
集
合
！

日　
３
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が
胸
を
は
っ

て
行
進
す
る
よ
。
一
緒
に
お
散
歩
し

よ
う
。

日　
３
月
30
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
（
春
休
み
は
毎
日
開
催
）

　

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
・
天
候
な

ど
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※　

春
休
み
は
、
３
月
21
日
㈷
か
ら

31
日
㈪
ま
で
で
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座

ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹
ト
ン
ボ
づ
く

り
　

ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹
ト
ン
ボ
を

み
ん
な
で
作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う
。

日　
３
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

春
の
磯
で
遊
ぼ
う

　

海
の
水
は
ま
だ
冷
た
い
け
れ
ど
、

水
は
澄
ん
で
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

ど
ん
な
生
き
も
の
が
見
つ
け
る
か
な
。

日　
３
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
磯

定　
先
着
30
人

第
３
回
は
ぴ
こ
婚
活
イ
ベ
ン
ト

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

発
見
！
浜
田
城

　
　
　
　
　
桜
の
茶
会

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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料　
無
料

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
テ
キ
ス
タ
イ
ル・

デ
ザ
イ
ン
」

　

１
９
２
０
か
ら
30
年
代
の
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
制

作
さ
れ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
を
展
示
し
ま
す
。
布
地
の
様
々
な

デ
ザ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
５
日
㈭
～
４
月
21
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

※　

展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
。

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｃ

料　
一
般　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
　

大
学
生
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

　
　

高
校
生
以
下　

無
料

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
×
神
楽
「
結
ぶ
…
時
代

の
想
い
を
結
び
次
代
に
つ
な
ぐ
」

　

神
楽
の
原
点
に
立
ち
帰
り
一
つ
ひ

と
つ
の
演
目
に
込
め
ら
れ
た
作
品
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
演
出
が
見
ど

こ
ろ
の
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
神
楽
」。
伝

統
芸
能
神
楽
と
グ
ラ
ン
ト
ワ
な
ら
で

は
の
劇
場
機
構
を
活
用
し
た
「
劇
場

版
神
楽
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
16
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

（
午
後
５
時
終
演
予
定
）

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

演
目

・
大
蛇（
石
見
神
楽
久
々
茂
保
存
会
・

益
田
市
）

・
伊
吹
山
（
大
塚
神
楽
団
・
広
島
県

北
広
島
町
）

・
土
蜘
（
大
都
神
楽
団
・
江
津
市
）

料　
全
席
自
由　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

無
料

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演

　

受
け
継
が
れ
る
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
く
益
田
糸
操
り

人
形
。
今
回
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
本

場
・
徳
島
県
の
阿
波
人
形
浄
瑠
璃（
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
と
共

演
し
ま
す
。

日　
３
月
23
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

出
演　

益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者

会
・
阿
波
人
形
浄
瑠
璃

演
目　
寿
三
番
叟
・
傾
城
阿
波
の
鳴

門　

巡
礼
歌
の
段
・
三
十
三
所
花

の
山　

壺
坂
寺　

沢
市
山
の
段
、

沢
市
谷
間
の
段
、
山
本
一
流
獅
子

の
一
曲

料　
無
料

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
一
斉
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

日　
３
月
14
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

http://w
w
w
.shim

aben.com
/303.

htm
l

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
名
義
変
更
登

記
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
３
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

改
修
工
事
の
た
め
、休
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館

日　
３
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮

全
館
休
館

日　
４
月
１
日
㈫
～
６
月
20
日
㈮

※　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
利
用

受
付
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時

30
分
ま
で
行
い
ま
す
。

※　

館
内
で
の
利
用
受
付
及
び
チ

ケ
ッ
ト
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
７

０
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,959 20,155 22,491 42,646
金 城 1,913 2,197 2,370 4,567

旭 1,410 1,489 1,595 3,084
弥 栄 699 687 756 1,443
三 隅 2,888 3,058 3,420 6,478
合 計 26,869 27,586 30,632 58,218

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

石
央
文
化
ホ
ー
ル

休
館
の
お
し
ら
せ

人　口（１月末現在）

（単位：人）
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※　

１
月
末
人
口
は
31
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　1471年に朝鮮王朝で成立した『海東諸国記』には、1467年に国人領主の三隅氏
が、朝鮮王朝に使者を派遣したことが記されています。残念ながら、三隅湊を拠
点に対朝鮮交易が行われたという史料はありませんが、三隅湊が使者を派遣する
だけの要港として成立し、商人たちが活動しうる都市的発展をしていたことを示
しています。
　また、湊浦には周防・長門の守護である大内氏が、1432年に通行税を免除する
特権を与えたという史料が残っています。これは、三隅氏の海上活動への関与や、
大内氏による広域流通経済の統制を前提にして、課税や免除ができることから、
三隅湊の商人たちは、三隅氏や大内氏と結びつきながら、活動したことがわかり
ます。
　三隅湊については不明な点が多いのですが、古湊漁港あるいは内湾化した三隅
川河口部に湊があり、それに接する三隅町古市場（湊浦）に「市」があったと考
えられます。しかし、三隅高城の山麓にあたる三隅支所周辺にも「上市」「下市」
の地名があり、古市（場）から新しい上市・下市へ都市的な機能が移った可能性
もあります。

平
成
25
年
第
45
回
浜
田
市
美
術
展

書
第
１
部　
市
長
賞

　
「syou

」　
豊
田
雲
石

書
第
２
部　
市
長
賞

　
「
虫
の
音
き
け
ば
」

　
　
　
　
　
　

武
田
サ
チ
エ
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